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１．はじめに

　これは、日本材料学会四国支部学術講演会講演論文集の原稿のフォーマットを示したものです。本部のフォーマットに準じています。本フォーマットに従いＡ4の白紙をご用意の上、2枚以内に作成して下さい。作成されたA4原稿はB5に縮小されます。なお、マイクロソフトワードで原稿を作成される場合は、ホームページからダウンロードしたこの原稿作成要領をそのまま原稿にお使いになれば、マージンなどの設定は不要です。以下では、フォーマットの詳細を示します。
２．原稿作成要領

２・１　ワープロソフト　原稿作成には、マイクロソフトワード（97以降）もしくは一太郎（バージョン8以降）をお使いください。これらの形式のファイルの場合メールに添付して送付頂いて結構です。その他のソフトを使用する場合は、この作成要領にもっとも近い体裁になるように調整して原稿を作成して下さい。

２・２　原稿用紙　原稿はA4白紙（297 mm×210 mm）をご用意の上、２枚以内に作成して下さい。２枚を超える場合は受け付けられませんのでご注意下さい。なお、原稿用紙の右上に鉛筆で小さく（吉田1/2、吉田2/2）のように第一著者名とページをご記入下さい。

２・３　マージン　原稿用紙に、左右20 mm、上部20 mm、下部25 mmのマージンを確保し,この枠内に原稿を作成して下さい。この枠外のものは印刷されませんのでご注意下さい。また、本文は段組とし、コラム幅80 mm、コラム間隔を10 mmとして下さい。

２・４　題名、著者名　題名は15 ptのＭＳ明朝のゴシック、著者名は11 ptのＭＳ明朝をご使用の上、本例に従って記載して下さい。題名は中央揃えとしますが、題名の頭には講演番号を学会でつけますので、左欄の端より30 mm以上空けて下さい。また、著者名は、勤務先、氏名の順に、左欄の端より40 mm以上空けて記載して下さい。連名の場合は講演者（登壇者）に○印をつけて下さい。なお、発表登壇者は本会正会員または学生会員に限られていますので、現在未入会の方は至急入会手続きをお願いします。

２・５　本文　本文は10 ptのMS明朝をご使用下さい。1コラムの文字数は全角で23文字程度、行間隔は13 pt～15 pt程度として下さい。したがって、１コラムあたり48～53行、1ページあたり約2208字です。参考文献は1)、2) のように上付の番号を記し、後掲の例にならって本文の最後にまとめて下さい。参考文献の書き方は、会誌｢材料｣に準じます。
２・６　図表　図表を本文で引用する場合は、図（写真を含む）については、図１、図２のように、また表は表１、表２のように引用して下さい。なお、図表中の説明、キャプションは原則として英語とします。A4の原稿をB5に縮小しますので、図表中の文字は10 pt程度のものをご使用の上、縮小しても図表が判読できるようにご配慮下さい。

３．原稿の送付

原稿は、必ず締切日までに四国支部事務局宛に電子メールまたは郵便で送付下さい（消印有効）。その際、封筒の表に「講演原稿在中」と朱書きして下さい。締切日に遅れて到着した原稿は論文集に掲載されませんのでご注意下さい。送付先は下記の通りです。なお、原稿は返却致しません。

４．講演発表

講演時間は、発表10分、質疑応答5分、合計15分の予定です。また使用機器はOHPのみです。
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Fig.1 Relationship between da/dn and (K

